


夏の交通事故防止県民総ぐるみ運動が実施されます。�夏の交通事故防止県民総ぐるみ運動が実施されます。�

スローガンは「 危ないよ　わたれるつもりの　その横断 」�スローガンは「 危ないよ　わたれるつもりの　その横断 」�
　これからの時季は、子どもたちが夏休みに入り屋外で活動する機会が増えること、高齢者の交通事故が夏

季に多発する傾向にあることに加え、スピードの出し過ぎなどの危険・無謀運転、また夏の暑さや行楽など

による過労運転を原因とした、夏特有の交通事故が増える傾向にあります。�

　あらためて、交通ルールの遵守と正しい交通マナーを心がけ、夏の交通事故を防止しましょう。�

★夏休みの事故を防ぎましょう！�
　夏休みに入り、外出する機会が多くなります。お子さんが安全に楽しく夏休みを過ごせるよう、出かける際
には「交通事故に気をつけて」と声をかけてあげてください。�
　「交通安全は家庭から」です。ご家庭の中で、道路の安全な歩き方や正しい自転車の乗り方などを話し合い、
家族ぐるみで交通事故を防止しましょう。�

�
★高齢者を交通事故から守りましょう！�
　県内では、昨年交通事故により１３６名の方が亡くなってい
ますが、このうち高齢者が７３名と半数以上を占めています。�
　また、高齢者運転による事故が１，６８０件発生しており、
このうち２５名の方が亡くなっています。�
出かけるときは・・�
　　明るい色の服を着て夜光反射材をつけましょう。�
　　道路の横断時は特に注意しましょう。�
　　家庭で声かけを習慣に。「交通事故に気をつけて！」�
車を運転するときは・・�
　　いつもの交差点でもしっかり安全確認を。�
　　能力に応じたゆとりある運転を。�
　　思いやりをもって運転しましょう。�
�

★飲んだら乗らない！乗るなら飲まない！�
　夏は飲酒の機会が多い時季です。「ちょっとぐらいなら」「見
つからなければ」という気持ちが一生かかっても償えないほどの
悲惨な事故を引き起こすこととなります。�
　飲酒運転は絶対にしないことはもちろん、運転者には絶対飲酒
をすすめてはいけません。�
�
★過労運転を防ぎましょう！�
　夏は、行楽や帰省などで長い時間運転する機会が多くなり、暑
さや疲れから、不注意、見落とし、いねむり運転などによる事故
の起こりやすい季節です。無理のない計画と十分な休養を心がけ、
安全運転で楽しい夏休みにしましょう。�

�
★後部席でも必ずシートベルトを着用しましょう！�
　昨年、県内で自動車に乗っている時に交通事故にあって亡くなっ
た方５７名のうち、３８名の方はシートベルトを着用していません
でした。その８割以上にあたる３２名の方は、シートベルトを着用
していれば命が助かったと考えられています。�
　特に後部席では、まだまだシートベルト着用が徹底されていない
状況にありますが、事故の際に車外に放り出される等の危険を防ぐ
ため、必ずシートベルトを着用しましょう。�

広報たまかわ　平成19年7月�
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９
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３
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で
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で
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、
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安
全
月

間
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と
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め
、
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用
安
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運
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一
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行
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れ
ま
す
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～ 雇用保険被保険者の皆さまへ ～�～ 雇用保険被保険者の皆さまへ ～�

１．雇用保険の受給資格要件が変わります�
　◇これまでの週所定労働時間による被保険者区分（短時間労働者以外の一般被保険者・短時間
　　被保険者）をなくし、雇用保険の基本手当の受給資格要件を一本化します。�
　◇原則として、平成１９年１０月１日以降に離職された方が対象となります。�

2．育児休業給付の給付率が50％に上がります�
　◇給付率を休業前賃金の40％から50％に引き上げます。�
　◇平成１９年４月１日以降に職場復帰された方から平成22年３月31日までに育児休業を開始さ
　　れた方までが対象となります。�

3．教育訓練給付の要件、内容が変わります�
　◇本来は「３年以上」の被保険者期間が必要である受給要件を、当分の間、初回に限り「１年
　　以上」に緩和します。�
　◇また、これまで被保険者期間によって異なっていた給付率及び上限額を一本化します。�
　◇いずれの措置も、平成19年10月１日以降に指定講座の受講を開始された方が対象となります。�

【旧】�
○短時間労働者以外の一般被保険者　
　　　　　　⇒　６月（各月14日以上）�
○短時間労働被保険者�
　（週所定労働時間20～30時間）�
　　　　　　⇒　12月（各月11日以上）�

【旧】�
○被保険者期間３年以上５年未満�
　　　　　　⇒　20％（上限10万円）�
○被保険者期間５年以上　�
　　　　　　⇒　40％（上限20万円）�

【新】�
被保険者期間3年以上　�
　　　　　　⇒　20％（上限10万円）�
（初回に限り被保険者期間１年以上で
　受給可能）�

【旧】�
　休業期間中　　　　30％�
　　　　　　　�
　職場復帰後６カ月　10％�

【新】�
　休業期間中　　　　30％�
　　　　　　　�
　職場復帰後６カ月　20％�

※育児休業給付の支給を受け
た期間は、基本手当の算定基
礎期間から除外されます。�
（平成19年10月１日以降に育
児休業を開始された方に適用）�

【新】�
雇用保険の基本手当を受給するために
は、週所定労働時間の長短にかかわら
ず、原則12月（各月11日以上）の被
保険者期間が必要。�
※　倒産、解雇等により離職された方
　は、６月（各月11日以上）が必要。�

電
気
使
用
安
全
月
間
で
す�

電
気
使
用
安
全
月
間
で
す�

8
月
は�

詳しくは、福島労働局職業安定部詳しくは、福島労働局職業安定部  　024024－528528－0254または公共職業安定所または公共職業安定所（ハローワークハローワーク）までまで�詳しくは、福島労働局職業安定部  　024－528－0254または公共職業安定所（ハローワーク）まで�
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広報たまかわ　平成19年6月�

中
体
連
石
川
支
部
陸
上
大
会
・
県
南
総
合
体
育
大
会
開
催�

　
中
体
連
石
川
支
部
陸
上
競
技
大
会
が
、

５
月
17
日
に
鏡
石
町
鳥
見
山
陸
上
競
技

場
を
会
場
に
、
ま
た
、
中
体
連
県
南
総

合
体
育
大
会
が
、
６
月
６
日
か
ら
３
日

間
に
わ
た
り
、
泉
中
学
校
体
育
館
な
ど

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
大
会
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

�

中
体
連
石
川
支
部
陸
上
競
技
大
会�

【
男
子
】�

▼
２
年
１
０
０
ｍ
▽
２
位 

矢
部
尚
人

（
須
釜
）
▼
共
通
２
０
０
ｍ
▽
３
位 

吉

田
知
磨（
泉
中
３
年
）
▼
共
通
４
０
０
ｍ

▽
３
位 

小
林
京
詞
（
泉
中
３
年
）
▼
１

年
１
５
０
０
ｍ
▽
２
位 

小
林
英
紀
（
泉

中
）
▼
２
・
３
年
１
５
０
０
ｍ
▽
３
位 

緑
川
察
志（
泉
中
２
年
）
▼
１
・
２
年
４

×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
▽
３
位 

泉
中
〈
小

林
英
紀（
１
年
）
岩
谷
亮（
２
年
）
田
崎

春
樹（
１
年
）
宇
南
山
健（
２
年
）〉
▼
四

種
競
技
▽
３
位 

真
野
目
務
（
須
釜
中
２

年
）
▼
男
子
総
合
▽
５
位 

泉
中�

【
女
子
】�

▼
３
年
１
０
０
ｍ
▽
１
位 

吉
田
め
ぐ
み

（
泉
中
）
▼
共
通
２
０
０
ｍ
▽
１
位 

吉

田
め
ぐ
み
（
泉
中
３
年
）
▼
１
年
１
５

０
０
ｍ
▽
２
位 

宗
形
寿
美
鈴
（
泉
中
）

▼
共
通
１
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
▽
２
位 

矢

部
真
穂
（
泉
中
３
年
）
▼
共
通
走
り
高

跳
び
▽
１
位 

塩
澤
千
鶴
（
須
釜
中
３
年
）

▼
共
通
砲
丸
投
げ
▽
２
位 

石
森
里
紗
（
泉

中
３
年
）
▼
共
通
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ

ー
▽
３
位 

泉
中
〈
坂
本
奈
々
（
３
年
）

吉
田
め
ぐ
み
（
３
年
）
秋
保
沙
也
佳
（
３

年
）
小
針
由
佳
（
２
年
）〉
▼
女
子
総
合

▽
３
位 

泉
中�

▼
男
女
総
合
▽
３
位 

泉
中�

�

中
体
連
県
南
総
合
体
育
大
会�

【
柔
道
女
子
】�

▼
団
体
▽
１
位 

泉
中
▼
63�
kg
級
▽
３

位 
渡
辺
優
子
（
泉
中
３
年
）
▼
70�
kg

級
▽
１
位 

鈴
木
里
奈
（
泉
中
２
年
）�

�

知
ら
な
い
人
に
は
　�

　
つ
い
て
い
か
な
い
よ�

す
が
ま
幼
稚
園
で
安
心
教
室�

��

　
６
月
22
日
、
す
が
ま
幼
稚
園
で
不
審

者
に
よ
る
声
か
け
な
ど
に
対
す
る
対
応
を

学
ぶ
、
安
心
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
当
日
は
、
福
島
綜
合
警
備
保
障
の
職
員

の
協
力
に
よ
り
、
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め

の
「
い
か
の
お
す
し
」
の
５
つ
の
約
束
、

「
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て
い
か
な
い
、
知

ら
な
い
車
に
の
ら
な
い
、
お
お
声
を
出
す
、

す
ぐ
逃
げ
る
、
し
ら
せ
る
」
な
ど
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。�

�

不審者に対する対応を学ぶ園児�

優良団員などを表彰�
　福島県消防協会石川支部幹部大会が、６月24日に
石川町で開かれ、優良団員などが表彰されました。�
受賞者は次の方々です。�
　優良分団表彰 川辺分団　優良団員表彰 白旗功、有
賀和浩、溝井進一、岩谷唯義、大竹進一、小林淳也、
近内勝喜、塩澤康弘、佐藤広行、石森金弘、塩田広美
　永年勤続団員表彰 鈴木政義、石森吉男、石森上、
石森金弘、須田博行、大越健一、佐藤熊寿�

表彰を受ける団員�

泉中学校で行われた県南総合体育大会の剣道競技�
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活
動
計
画
な
ど
決
ま
る�

玉
川
村
防
犯
協
会
総
会
開
催�

　
玉
川
村
防
犯
協
会
の
総
会
が
６
月
26
日
、

文
化
体
育
館
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で
開
か
れ
ま

し
た
。�

　
総
会
に
は
、
防
犯
協
会
の
役
員
25
名

が
出
席
。
平
成
18
年
度
の
事
業
、
決
算

の
報
告
、
並
び
に
今
年
度
の
事
業
計
画
、

予
算
な
ど
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。�

　
今
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
は
、
防
犯

灯
11
基
の
新
設
や
、
既
設
防
犯
灯
の
維

持
管
理
、
ま
た
玉
川
夏
祭
り
の
際
の
警
備
、

学
校
事
業
へ
の
後
援
な
ど
に
取
り
組
む
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
。�

活動計画などを決めた防犯協会総会�

願いがかないますように！�

　七夕を前にした７月３日、いずみ幼稚園の園児が福
島空港で七夕の飾りつけをしました。�
　当日は、園児たちが、この日のために準備した色鮮
やかな七夕飾りや、願いごとなどが書かれた短冊を、
竹に一本一本ていねいに結びつけました。短冊には、「い
っぱい友だちができますように」「幼稚園の先生にな
れますように」などと書かれていました。�
　みんなの願いがかないますように。�

竹に飾りを結びつける園児�

防
犯
活
動
お
願
い
し
ま
す�

防
犯
指
導
隊
に
委
嘱
状
交
付�

園児が空港で七夕の飾りつけ�

個展の開催を記念し大皿寄贈�

　南須釜の斎藤和扇さんは、７月３日、役場を訪れ、
自作の大皿を寄贈しました。�
　大皿は直径約50cmで、だるまと竹が描かれていま
す。斎藤さんは、約10年前から陶芸を始め、６月に
は福島空港で初の個展を開きました。今回の寄贈は、
この個展の開催を記念してのもので、「だるまのよう
にしっかりと村政を見すえてください」と石森春男村
長に手渡しました。�

南須釜の陶芸家、斎藤さん�

　
石
川
地
区
防
犯
指
導
隊
の
委
嘱
状
交
付

式
が
６
月
28
日
に
行
わ
れ
、
41
名
に
委

嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
防
犯
指
導
隊

は
、
地
域
の
各
種
防
犯
活
動
に
取
り
組
む

た
め
に
、
石
川
地
区
防
犯
協
会
連
合
会
長

と
石
川
警
察
署
長
の
連
名
に
よ
り
委
嘱
さ

れ
る
も
の
で
、
任
期
は
２
年
と
な
っ
て
い

ま
す
。
玉
川
村
で
は
次
の
方
々
が
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。�

隊
長
：
大
野
進
　
隊
員
：
円
谷
久
、
佐
久

間
福
男
、
飯
村
正
明
、
溝
井
浩
一
、
小
針

武
彦�

�

委嘱状の交付を受ける防犯指導隊員�

石森村長に大皿を手渡す斎藤さん（右）�
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中
体
連
石
川
支
部
陸
上
大
会
・
県
南
総
合
体
育
大
会
開
催�

　
中
体
連
石
川
支
部
陸
上
競
技
大
会
が
、

５
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17
日
に
鏡
石
町
鳥
見
山
陸
上
競
技

場
を
会
場
に
、
ま
た
、
中
体
連
県
南
総

合
体
育
大
会
が
、
６
月
６
日
か
ら
３
日

間
に
わ
た
り
、
泉
中
学
校
体
育
館
な
ど

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
大
会
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

�

中
体
連
石
川
支
部
陸
上
競
技
大
会�

【
男
子
】�

▼
２
年
１
０
０
ｍ
▽
２
位 

矢
部
尚
人

（
須
釜
）
▼
共
通
２
０
０
ｍ
▽
３
位 

吉

田
知
磨（
泉
中
３
年
）
▼
共
通
４
０
０
ｍ

▽
３
位 

小
林
京
詞
（
泉
中
３
年
）
▼
１
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５
０
０
ｍ
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２
位 

小
林
英
紀
（
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）
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２
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０
０
ｍ
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位 
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川
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１
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２
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１
０
０
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リ
レ
ー
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３
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２
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２
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▽
３
位 
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（
須
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２

年
）
▼
男
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合
▽
５
位 

泉
中�

【
女
子
】�

▼
３
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１
０
０
ｍ
▽
１
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吉
田
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ぐ
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（
泉
中
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共
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２
０
０
ｍ
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位 
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（
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０
０
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位 
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▼
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０
０
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ハ
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２
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矢
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（
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高
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位 

塩
澤
千
鶴
（
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▼
共
通
砲
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投
げ
▽
２
位 
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紗
（
泉
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通
４
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１
０
０
ｍ
リ
レ
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３
位 

泉
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坂
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奈
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３
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（
３
年
）
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（
３
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）
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２
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総
合
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３
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▼
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▽
３
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泉
中�

�

中
体
連
県
南
総
合
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育
大
会�

【
柔
道
女
子
】�

▼
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▽
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▼
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▽
３

位 

渡
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中
３
年
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▽
１
位 

鈴
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（
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中
２
年
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�

知
ら
な
い
人
に
は
　�

　
つ
い
て
い
か
な
い
よ�

す
が
ま
幼
稚
園
で
安
心
教
室�

��

　
６
月
22
日
、
す
が
ま
幼
稚
園
で
不
審

者
に
よ
る
声
か
け
な
ど
に
対
す
る
対
応
を

学
ぶ
、
安
心
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
当
日
は
、
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綜
合
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備
保
障
の
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員

の
協
力
に
よ
り
、
被
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に
あ
わ
な
い
た
め

の
「
い
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の
お
す
し
」
の
５
つ
の
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束
、

「
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て
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か
な
い
、
知

ら
な
い
車
に
の
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な
い
、
お
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声
を
出
す
、

す
ぐ
逃
げ
る
、
し
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せ
る
」
な
ど
に
つ
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て
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び
ま
し
た
。�
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石
川
地
区
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指
導
隊
の
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式
が
６
月
28
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に
行
わ
れ
、
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に
委
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状
が
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付
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れ
ま
し
た
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防
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指
導
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は
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各
種
防
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活
動
に
取
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組
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に
、
石
川
地
区
防
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協
会
連
合
会
長

と
石
川
警
察
署
長
の
連
名
に
よ
り
委
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れ
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も
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で
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任
期
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広報たまかわ　平成19年7月�

総　務　課�

　　　　５７－４６２１�

住民税務課�

　　　　５７－４６２２�

　　　　５７－４６２４�

健康福祉課�

　　　　５７－４６２３�

保健センター�

　　　　３７－１０２４�

会　計　室�

　　　　５７－４６２５�

地域整備課�

　　　　５７－４６２６�

　　　　５７－４６３１�

企画産業課�

　　　　５７－４６２７�

　　　　５７－４６２９�

農業委員会�

　　　　５７－４６２８�

議会事務局�

　　　　５７－４６３０�

教育委員会�

　　　　５７－４６３３�

公　民　館�

（文化体育館）�

　　　　５７－４６３２�

須 釜 支 所�

　　　　５７－２０６１�

お知�
 らせ�

現
金
支
払
日
が
変
わ
り
ま
す�

�

　
役
場
会
計
室
窓
口
か
ら
の
現
金

支
払
い
は
、
今
ま
で
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
ま
で
の
毎
日
実
施
し
て
い

ま
し
た
が
、
８
月
か
ら
は
、
次
の

と
お
り
週
３
日
に
変
更
と
な
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

▼
会
計
室
か
ら
の
支
払
日�

　
月
曜
日
・
水
曜
日
・
金
曜
日�

▼
会
計
室
か
ら
の
支
払
時
間�

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時�

▼
実
施
日�

　
８
月
１
日
よ
り�

▼
口
座
振
替
等
に
よ
る
支
払
い
は

今
ま
で
ど
お
り
で
す
。�

▼
税
金
、
使
用
料
等
の
納
入
に
つ

い
て
は
、
毎
日
、
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
取
扱
い

い
た
し
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
会
計
室
　
　
57
―

４
６
２
５�

����

ト
イ
レ
の
く
み
取
り�

申
し
込
み
は
お
早
め
に�

�

　
ト
イ
レ
の
く
み
取
り
は
、
毎
年

お
盆
の
前
は
大
変
込
み
合
い
ま
す
。

お
盆
の
前
に
く
み
取
り
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
お
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、
８
月
11
日
、
12
日
は
土

曜
日
、
日
曜
日
の
た
め
、
ま
た
14

日
か
ら
16
日
は
お
盆
の
た
め
休
み

と
な
り
ま
す
。
17
日
か
ら
は
通
常

ど
お
り
く
み
取
り
い
た
し
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み�

　
住
民
税
務
課�

　
　
57
―

４
６
２
４�

��

玉
川
夏
祭
り
に
花
火
を

打
ち
上
げ
ま
せ
ん
か�

�

　
毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
玉
川

夏
祭
り
が
、
今
年
も
次
に
よ
り
開

催
さ
れ
ま
す
。�

▼
開
催
日
　
８
月
13
日
（
月
）�

▼
開
催
場
所�

　
総
合
運
動
公
園
ス
カ
イ
パ
ー
ク

　
た
ま
か
わ
（
文
化
体
育
館
周
辺
）�

▼
花
火
大
会�

　
　
午
後
８
時
よ
り
会
場
内
で
打

ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。�

　
　
今
年
も
村
民
の
皆
さ
ん
を
対

象
と
し
た
花
火
の
打
ち
上
げ
を

実
施
い
た
し
ま
す
。
新
盆
の
供

養
や
そ
れ
ぞ
れ
の
記
念
と
し
て

花
火
を
打
ち
上
げ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。�

　
　
ま
た
、
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
協
賛
金
も
お
受
け
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
玉
川
夏
祭
り
実
行
委
員
会�

　
（
玉
川
村
商
工
会
）�

　
　
57
―

２
２
５
０�

�

個
人
事
業
税
の
納
期
の

お
知
ら
せ�

�

　
個
人
事
業
税
と
は
、
個
人
で
事

業
を
行
な
っ
て
い
る
方
に
課
税
さ

れ
る
税
金
で
す
。�

　
個
人
事
業
税
の
納
期
限
は
、
第

１
期
分
が
８
月
末
日
、
第
２
期
分

が
11
月
末
日
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、

今
年
度
の
第
１
期
分
の
納
期
限
は

８
月
31
日
（
金
）
と
な
り
ま
す
。

県
中
地
方
振
興
局
県
税
部
か
ら
送

付
さ
れ
る
納
税
通
知
書
に
よ
り
、

最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納
期
限
ま

で
に
納
め
ら
れ
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
預
金
口
座
か
ら
振
替
納

税
を
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
の
で
、

県
中
地
方
振
興
局
県
税
部
に
お
申

し
込
み
の
う
え
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
新
し
く
口
座
振
替
を
申
し

込
ま
れ
た
場
合
は
、
第
２
期
分
か

ら
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
県
中
地
方
振
興
局
県
税
部�

　
　
０
２
４
―

９
３
５
―

１
２
５
１�

�

健康注意報�

～  元気な心・疲れた心元気な心・疲れた心  ～�～  元気な心・疲れた心  ～�

　仕事は自己表現であると共に、時代につれて変わる労働環境の変化により、さまざまなストレス
や対人関係のトラブルに出会うもの。その心身の疲労から「うつ病」にならないために、自分が狙
われやすいのはどんな「うつ病」か、自分の職場にはどんな「うつ病」が生じやすいのか知ってお
くことも予防策。知っていれば注意信号にも敏感になります。�

サンドイッチ症候群　上司と部下の板ばさみになる中間
管理職に起こる軽症うつ病。対人関係に非常に気をつ
かい、なかなか「ノー」といえない人に生じがち。�

荷おろし症候群　仕事の内容も、それに伴う精神的負担
も非常に大きく、過重な業務が一段落ついた直後に、
突然自殺を企てるなどの重症なうつ病が発覚する。�

燃え尽き症候群　理想を持って夢中で仕事をしてきた人
が、その頑張りが報われなかったときに突然無気力状
態に陥る。�

対人関係ストレスシンドローム　比較的若い世代に生じ
る軽症うつ病。社会人として未熟で、挫折や叱られる
ことの経験が少ない人が陥りやすい。�

昇進うつ病　昇進したことで過剰な責任を感じて、何と
か期待にこたえなければとひたすら頑張るタイプに起
こりやすい。�

消耗性うつ病　多忙による長時間残業、精神的ストレス
が大きい業務などが続き、心身ともに消耗した果てに
うつ病になるパターン。�

リストラうつ病　失職による打撃が原因の場合と、リス
トラに対する不安、リストラをする担当者自身も発症
する場合がある。�

こころの健康相談は、お気軽に保健所や保健センターへご相談ください。�



7

広報たまかわ　平成19年7月�

6

広報たまかわ　平成19年7月�

総　務　課�

　　　　５７－４６２１�

住民税務課�

　　　　５７－４６２２�

　　　　５７－４６２４�

健康福祉課�

　　　　５７－４６２３�

保健センター�

　　　　３７－１０２４�

会　計　室�

　　　　５７－４６２５�

地域整備課�

　　　　５７－４６２６�

　　　　５７－４６３１�

企画産業課�

　　　　５７－４６２７�

　　　　５７－４６２９�

農業委員会�

　　　　５７－４６２８�

議会事務局�

　　　　５７－４６３０�

教育委員会�

　　　　５７－４６３３�

公　民　館�

（文化体育館）�

　　　　５７－４６３２�

須 釜 支 所�

　　　　５７－２０６１�

お知�
 らせ�

現
金
支
払
日
が
変
わ
り
ま
す�

�
　
役
場
会
計
室
窓
口
か
ら
の
現
金

支
払
い
は
、
今
ま
で
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
ま
で
の
毎
日
実
施
し
て
い

ま
し
た
が
、
８
月
か
ら
は
、
次
の

と
お
り
週
３
日
に
変
更
と
な
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

▼
会
計
室
か
ら
の
支
払
日�

　
月
曜
日
・
水
曜
日
・
金
曜
日�

▼
会
計
室
か
ら
の
支
払
時
間�

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時�

▼
実
施
日�

　
８
月
１
日
よ
り�

▼
口
座
振
替
等
に
よ
る
支
払
い
は

今
ま
で
ど
お
り
で
す
。�

▼
税
金
、
使
用
料
等
の
納
入
に
つ

い
て
は
、
毎
日
、
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
取
扱
い

い
た
し
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
会
計
室
　
　
57
―

４
６
２
５�

����

ト
イ
レ
の
く
み
取
り�

申
し
込
み
は
お
早
め
に�

�

　
ト
イ
レ
の
く
み
取
り
は
、
毎
年

お
盆
の
前
は
大
変
込
み
合
い
ま
す
。

お
盆
の
前
に
く
み
取
り
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
お
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、
８
月
11
日
、
12
日
は
土

曜
日
、
日
曜
日
の
た
め
、
ま
た
14

日
か
ら
16
日
は
お
盆
の
た
め
休
み

と
な
り
ま
す
。
17
日
か
ら
は
通
常

ど
お
り
く
み
取
り
い
た
し
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み�

　
住
民
税
務
課�

　
　
57
―

４
６
２
４�

��

玉
川
夏
祭
り
に
花
火
を

打
ち
上
げ
ま
せ
ん
か�

�

　
毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
玉
川

夏
祭
り
が
、
今
年
も
次
に
よ
り
開

催
さ
れ
ま
す
。�

▼
開
催
日
　
８
月
13
日
（
月
）�

▼
開
催
場
所�

　
総
合
運
動
公
園
ス
カ
イ
パ
ー
ク

　
た
ま
か
わ
（
文
化
体
育
館
周
辺
）�

▼
花
火
大
会�

　
　
午
後
８
時
よ
り
会
場
内
で
打

ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。�

　
　
今
年
も
村
民
の
皆
さ
ん
を
対

象
と
し
た
花
火
の
打
ち
上
げ
を

実
施
い
た
し
ま
す
。
新
盆
の
供

養
や
そ
れ
ぞ
れ
の
記
念
と
し
て

花
火
を
打
ち
上
げ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。�

　
　
ま
た
、
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
協
賛
金
も
お
受
け
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
玉
川
夏
祭
り
実
行
委
員
会�

　
（
玉
川
村
商
工
会
）�

　
　
57
―

２
２
５
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�

個
人
事
業
税
の
納
期
の

お
知
ら
せ�

�

　
個
人
事
業
税
と
は
、
個
人
で
事

業
を
行
な
っ
て
い
る
方
に
課
税
さ

れ
る
税
金
で
す
。�

　
個
人
事
業
税
の
納
期
限
は
、
第

１
期
分
が
８
月
末
日
、
第
２
期
分

が
11
月
末
日
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、

今
年
度
の
第
１
期
分
の
納
期
限
は

８
月
31
日
（
金
）
と
な
り
ま
す
。

県
中
地
方
振
興
局
県
税
部
か
ら
送

付
さ
れ
る
納
税
通
知
書
に
よ
り
、

最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納
期
限
ま

で
に
納
め
ら
れ
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
預
金
口
座
か
ら
振
替
納

税
を
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
の
で
、

県
中
地
方
振
興
局
県
税
部
に
お
申

し
込
み
の
う
え
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
新
し
く
口
座
振
替
を
申
し

込
ま
れ
た
場
合
は
、
第
２
期
分
か

ら
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
県
中
地
方
振
興
局
県
税
部�

　
　
０
２
４
―

９
３
５
―

１
２
５
１�

�

健康注意報�

～  元気な心・疲れた心元気な心・疲れた心  ～�～  元気な心・疲れた心  ～�

　仕事は自己表現であると共に、時代につれて変わる労働環境の変化により、さまざまなストレス
や対人関係のトラブルに出会うもの。その心身の疲労から「うつ病」にならないために、自分が狙
われやすいのはどんな「うつ病」か、自分の職場にはどんな「うつ病」が生じやすいのか知ってお
くことも予防策。知っていれば注意信号にも敏感になります。�

サンドイッチ症候群　上司と部下の板ばさみになる中間
管理職に起こる軽症うつ病。対人関係に非常に気をつ
かい、なかなか「ノー」といえない人に生じがち。�

荷おろし症候群　仕事の内容も、それに伴う精神的負担
も非常に大きく、過重な業務が一段落ついた直後に、
突然自殺を企てるなどの重症なうつ病が発覚する。�

燃え尽き症候群　理想を持って夢中で仕事をしてきた人
が、その頑張りが報われなかったときに突然無気力状
態に陥る。�

対人関係ストレスシンドローム　比較的若い世代に生じ
る軽症うつ病。社会人として未熟で、挫折や叱られる
ことの経験が少ない人が陥りやすい。�

昇進うつ病　昇進したことで過剰な責任を感じて、何と
か期待にこたえなければとひたすら頑張るタイプに起
こりやすい。�

消耗性うつ病　多忙による長時間残業、精神的ストレス
が大きい業務などが続き、心身ともに消耗した果てに
うつ病になるパターン。�

リストラうつ病　失職による打撃が原因の場合と、リス
トラに対する不安、リストラをする担当者自身も発症
する場合がある。�

こころの健康相談は、お気軽に保健所や保健センターへご相談ください。�
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�

公
立
岩
瀬
病
院
職
員
募
集�

�

　
公
立
岩
瀬
病
院
組
合
で
は
、
平

成
20
年
度
採
用
の
病
院
職
員
を
次

に
よ
り
募
集
し
ま
す
。�

▼
募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
数�

　
◇
臨
床
検
査
技
師
（
資
格
取
得

　
　
見
込
み
の
者
を
含
む
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
名
程
度�

　
◇
事
務
職
（
高
卒
程
度
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
名
程
度�

▼
採
用
試
験
受
験
資
格�

　
◇
臨
床
検
査
技
師�

　
　
昭
和
47
年
４
月
２
日
か
ら
62

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者
（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）�

　
◇
事
務
職�

　
　
昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者
（
学
歴
は
問
い
ま

せ
ん
）�

▼
受
付
期
間�

　
８
月
16
日
ま
で�

▼
第
１
次
試
験
日
・
内
容�

　
９
月
16
日
（
日
）�

　
◇
臨
床
検
査
技
師�

　
　
専
門
試
験
、
教
養
試
験
（
高

卒
程
度
）
、
適
正
検
査
、
作

文�

　
◇
事
務
職�

　
　
専
門
試
験
（
国
語
・
社
会
）、

教
養
試
験
（
高
卒
程
度
）、

適
正
検
査
、
作
文�

▼
第
２
次
試
験
日
・
内
容�

　
10
月
下
旬
の
予
定�

　
口
述
試
験
、
健
康
診
断�

▼
受
験
申
込
用
紙�

　
　
公
立
岩
瀬
病
院
庶
務
課
で
交

付
し
ま
す
。�

▼
受
験
申
込
方
法�

　
　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
公
立
岩
瀬
病
院
庶
務
課

ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
公
立
岩
瀬
病
院
庶
務
課�

　
須
賀
川
市
北
町
20�

　
　
０
２
４
８
―

75
―

３
１
１
１�

���

消
防
職
員
募
集�

�

　
須
賀
川
地
方
広
域
消
防
組
合

で
は
、
次
に
よ
り
職
員
を
募
集

し
ま
す
。�

▼
募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
数�

　
消
防
職
・
６
名
程
度�

▼
採
用
試
験
受
験
資
格�

　
昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者
（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）�

▼
受
付
期
間�

　
８
月
16
日
ま
で�

▼
第
１
次
試
験
日
・
内
容�

　
９
月
16
日
（
日
）�

　
国
語
・
社
会
、
教
養
試
験
、
作

文
、
適
正
検
査�

▼
第
２
次
試
験
日
・
内
容�

　
10
月
下
旬
の
予
定�

　
口
述
試
験
、
体
力
検
査
、
健
康

診
断�

▼
身
体
の
基
準�

　
　
身
長:

お
お
む
ね
１
５
５
cm

以
上
　
　
胸
囲:

身
長
の
お
お

む
ね
２
分
の
１
以
上
　
　
視

力:

両
眼
と
も
裸
眼
視
力
０
・

３
以
上
又
は
裸
眼
視
力
０
・
１

以
上
で
矯
正
視
力
１
・
０
以
上

　
聴
力:

正
常
で
あ
る
こ
と�

▼
受
験
申
込
用
紙�

　
　
申
込
用
紙
は
須
賀
川
地
方
広

域
消
防
本
部
、
消
防
署
、
派
出

所
、
役
場
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。�

▼
受
験
申
込
方
法�

　
　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
消
防
本
部
総
務
課
ま
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
須
賀
川
地
方
広
域
消
防
本
部
総

務
課
職
員
係�

　
　
０
２
４
８
―

76
―

３
１
１
２�

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

　http://w
w
w
.sukagaw

a119.jp�
���������

�

海
上
保
安
大
学
校
・
海
上

保
安
学
校
学
生
募
集�

�

　
人
事
院
、
海
上
保
安
庁
で
は
、

平
成
20
年
度
に
海
上
保
安
大
学
校
、

海
上
保
安
学
校
に
入
学
す
る
学
生

を
募
集
し
ま
す
。�

▼
入
学
試
験
受
験
資
格�

　
海
上
保
安
大
学
校
は
昭
和
62
年

４
月
２
日
以
降
、
海
上
保
安
学

校
は
昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
者
で
、
次
の
い
ず

れ
か
の
者�

　
　
高
校
を
卒
業
し
た
者
、
又
は

　
　
卒
業
見
込
み
の
者�

　
　
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た

　
　
者
、
又
は
卒
業
見
込
み
の
者�

　
　
高
等
専
門
学
校
の
第
３
学
年

　
　
の
課
程
を
修
了
し
た
者
、
又

　
　
は
修
了
見
込
み
の
者�

　
　
そ
の
他�

▼
海
上
保
安
大
学
校�

　
◇
採
用
予
定
人
数
　
　
約
45
名�

　
◇
申
込
受
付
期
間�

　
　
○
郵
送�

　
　
　
８
月
30
日
〜
９
月
11
日�

　
　
○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト�

　
　
　
８
月
30
日
〜
９
月
５
日�

▼
海
上
保
安
学
校�

　
◇
採
用
予
定
人
数�

　
　
○
船
舶
運
行
シ
ス
テ
ム
課
程

　
　
　
　
　
　
　
　
約
１
４
０
名�

　
　
○
航
空
課
程
　
　
　
約
10
名�

　
　
　
　
　
　
（
次
ペ
ー
ジ
へ
）�

広報たまかわ　平成19年7月�

9

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）�

　
　
○
情
報
シ
ス
テ
ム
課
程
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
20
名�

　
　
○
海
洋
科
学
課
程
　
約
10
名�

　
◇
申
込
受
付
期
間�

　
　
○
郵
送�

　
　
　
７
月
24
日
〜
８
月
７
日�

　
　
○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト�

　
　
　
７
月
24
日
〜
31
日�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
福
島
海
上
保
安
部
管
理
課�

　
　
０
２
４
６
―

53
―

７
１
１
２�

���

自
衛
官
募
集�

�

　
次
に
よ
り
自
衛
官
を
募
集
し
ま

す
。�

▼
募
集
職
種�

　
○
航
空
学
生
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
）�

　
○
一
般
曹
候
補
生�

　
○
２
等
陸
・
海
・
空
士�

▼
受
験
申
込
受
付
期
間�

　
８
月
１
日
〜
９
月
７
日�

▼
試
験
日
、
試
験
場
所
な
ど
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部�

　
白
河
地
域
事
務
所�

　
　
０
２
４
８
―

24
―

０
３
７
２�

����

�

国
立
宮
古
海
上
技
術
短
期

大
学
校
学
生
募
集�

�

　
国
立
宮
古
海
上
技
術
短
期
大
学

校
は
、
修
業
年
限
２
年
間
の
船
員

教
育
機
関
で
す
。�

　
次
に
よ
り
、
平
成
20
年
度
の
学

生
を
募
集
し
ま
す
。�

▼
募
集
人
数
　
専
修
科
生
40
名�

▼
受
験
資
格
　
高
卒
以
上�

▼
受
付
期
間�

　
◇
一
般
入
試�

　
　
○
前
期
一
般�

　
　
　
10
月
１
日
〜
11
月
22
日�

　
　
○
後
期
一
般�

　
　
　
12
月
10
日
〜
１
月
18
日�

　
◇
推
薦
入
試�

　
　
○
前
期
Ａ
Ｏ�

　
　
　
８
月
１
日
〜
20
日�

　
　
○
自
己
推
薦�

　
　
　
９
月
１
日
〜
10
月
１
日�

　
　
○
社
会
人
推
薦�

　
　
　
９
月
１
日
〜
10
月
15
日�

　
　
○
学
校
長
推
薦�

　
　
　
９
月
１
日
〜
10
月
15
日�

　
　
○
後
期
Ａ
Ｏ�

　
　
　
１
月
14
日
〜
３
月
３
日�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
国
立
宮
古
海
上
技
術
学
校�

　
　
０
１
９
３
―

62
―

５
３
１
６�

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

　 http
://w
w
w
.rnac.ne.jp

/�

　
　
　
　
　
　
　
　̃m

iyakai�
�

�

小
林
研
一
郎
と
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
へ
行
こ
う�

�

　
福
島
県
民
の
日
制
定
10
周
年
を

記
念
し
、
「
コ
バ
ケ
ン
（
小
林
研

一
郎
）
と
そ
の
仲
間
た
ち
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
２
０
０
７
福
島
公
演
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。�

　
い
わ
き
市
出
身
の
国
際
的
指
揮

者
、
小
林
研
一
郎
氏
と
そ
の
仲
間

た
ち
に
よ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
企
画

で
、
障
が
い
を
持
つ
方
と
一
緒
に

楽
し
む
鑑
賞
教
室
コ
ン
サ
ー
ト
で

す
。
「
ベ
ル
サ
イ
ユ
の
ば
ら
」
の

作
者
、
池
田
理
代
子
氏
も
ソ
プ
ラ

ノ
で
出
演
し
ま
す
。�

　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
ほ
か
、
地
元

の
合
唱
団
、
吹
奏
楽
団
と
の
楽
し

い
共
演
に
も
注
目
。
曲
目
は
、
ス

メ
タ
ナ
の
交
響
詩
「
我
が
祖
国
」

よ
り
「
モ
ル
ダ
ウ
」
、
シ
ベ
リ
ウ

ス
の
交
響
詩
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ

ア
」
ほ
か
の
予
定
で
す
。�

▼
日
時
　
８
月
26
日
（
日
）�

　
　
　
　
開
場
　
午
後
１
時
30
分�

　
　
　
　
開
演
　
午
後
２
時
30
分�

▼
会
場�

　
パ
ル
セ
飯
坂
（
福
島
市
）�

▼
料
金
　
一
般
　
３
，
０
０
０
円�

　
　
　
　
学
生
　
１
，
０
０
０
円�

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い�

　
福
島
市
内
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
福
島
講
演
会
事
務
局�

　
　
０
２
４
―

５
５
７
―

７
１
６
０�

　
県
庁
県
民
文
化
グ
ル
ー
プ�

　
　
０
２
４
―

５
２
１
―

７
１
７
９�

��

通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し

し
て
い
ま
す�

�

　
税
関
で
は
、
海
外
か
ら
の
引
揚

げ
の
際
に
お
預
か
り
し
た
、
次
の

通
貨
、
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て

い
ま
す
。�

　
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
揚
げ
て

こ
ら
れ
た
方
が
、
外
地
の
集
結

地
に
お
い
て
、
総
領
事
館
な
ど

に
預
け
ら
れ
た
証
券
な
ど
の
う

ち
日
本
に
送
還
さ
れ
た
も
の�

　
上
陸
地
の
税
関
、
海
運
局
に
預

　
け
ら
れ
た
通
貨
、
証
券
な
ど�

▼
返
還
の
申
し
出
は
、
預
け
ら
れ

た
方
ご
本
人
は
も
と
よ
り
、
ご
家

族
の
方
で
も
結
構
で
す
。
お
心
当

た
り
の
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
小
名
浜
税
関
支
署�

　
　
０
２
４
６
―

92
―

５
１
５
１�

�
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�

公
立
岩
瀬
病
院
職
員
募
集�

�

　
公
立
岩
瀬
病
院
組
合
で
は
、
平

成
20
年
度
採
用
の
病
院
職
員
を
次

に
よ
り
募
集
し
ま
す
。�

▼
募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
数�

　
◇
臨
床
検
査
技
師
（
資
格
取
得

　
　
見
込
み
の
者
を
含
む
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
名
程
度�

　
◇
事
務
職
（
高
卒
程
度
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
名
程
度�

▼
採
用
試
験
受
験
資
格�

　
◇
臨
床
検
査
技
師�

　
　
昭
和
47
年
４
月
２
日
か
ら
62

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者
（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）�

　
◇
事
務
職�

　
　
昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者
（
学
歴
は
問
い
ま

せ
ん
）�

▼
受
付
期
間�

　
８
月
16
日
ま
で�

▼
第
１
次
試
験
日
・
内
容�

　
９
月
16
日
（
日
）�

　
◇
臨
床
検
査
技
師�

　
　
専
門
試
験
、
教
養
試
験
（
高

卒
程
度
）
、
適
正
検
査
、
作

文�

　
◇
事
務
職�

　
　
専
門
試
験
（
国
語
・
社
会
）、

教
養
試
験
（
高
卒
程
度
）、

適
正
検
査
、
作
文�

▼
第
２
次
試
験
日
・
内
容�

　
10
月
下
旬
の
予
定�

　
口
述
試
験
、
健
康
診
断�

▼
受
験
申
込
用
紙�

　
　
公
立
岩
瀬
病
院
庶
務
課
で
交

付
し
ま
す
。�

▼
受
験
申
込
方
法�

　
　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
公
立
岩
瀬
病
院
庶
務
課

ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
公
立
岩
瀬
病
院
庶
務
課�

　
須
賀
川
市
北
町
20�

　
　
０
２
４
８
―

75
―

３
１
１
１�

���

消
防
職
員
募
集�

�

　
須
賀
川
地
方
広
域
消
防
組
合

で
は
、
次
に
よ
り
職
員
を
募
集

し
ま
す
。�

▼
募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
数�

　
消
防
職
・
６
名
程
度�

▼
採
用
試
験
受
験
資
格�

　
昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者
（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）�

▼
受
付
期
間�

　
８
月
16
日
ま
で�

▼
第
１
次
試
験
日
・
内
容�

　
９
月
16
日
（
日
）�

　
国
語
・
社
会
、
教
養
試
験
、
作

文
、
適
正
検
査�

▼
第
２
次
試
験
日
・
内
容�

　
10
月
下
旬
の
予
定�

　
口
述
試
験
、
体
力
検
査
、
健
康

診
断�

▼
身
体
の
基
準�

　
　
身
長:

お
お
む
ね
１
５
５
cm

以
上
　
　
胸
囲:

身
長
の
お
お

む
ね
２
分
の
１
以
上
　
　
視

力:

両
眼
と
も
裸
眼
視
力
０
・

３
以
上
又
は
裸
眼
視
力
０
・
１

以
上
で
矯
正
視
力
１
・
０
以
上

　
聴
力:

正
常
で
あ
る
こ
と�

▼
受
験
申
込
用
紙�

　
　
申
込
用
紙
は
須
賀
川
地
方
広

域
消
防
本
部
、
消
防
署
、
派
出

所
、
役
場
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。�

▼
受
験
申
込
方
法�

　
　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
消
防
本
部
総
務
課
ま
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
須
賀
川
地
方
広
域
消
防
本
部
総

務
課
職
員
係�

　
　
０
２
４
８
―

76
―

３
１
１
２�

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

　http://w
w
w
.sukagaw

a119.jp�
���������

�

海
上
保
安
大
学
校
・
海
上

保
安
学
校
学
生
募
集�

�

　
人
事
院
、
海
上
保
安
庁
で
は
、

平
成
20
年
度
に
海
上
保
安
大
学
校
、

海
上
保
安
学
校
に
入
学
す
る
学
生

を
募
集
し
ま
す
。�

▼
入
学
試
験
受
験
資
格�

　
海
上
保
安
大
学
校
は
昭
和
62
年

４
月
２
日
以
降
、
海
上
保
安
学

校
は
昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
者
で
、
次
の
い
ず

れ
か
の
者�

　
　
高
校
を
卒
業
し
た
者
、
又
は

　
　
卒
業
見
込
み
の
者�

　
　
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た

　
　
者
、
又
は
卒
業
見
込
み
の
者�

　
　
高
等
専
門
学
校
の
第
３
学
年

　
　
の
課
程
を
修
了
し
た
者
、
又

　
　
は
修
了
見
込
み
の
者�

　
　
そ
の
他�

▼
海
上
保
安
大
学
校�

　
◇
採
用
予
定
人
数
　
　
約
45
名�

　
◇
申
込
受
付
期
間�

　
　
○
郵
送�

　
　
　
８
月
30
日
〜
９
月
11
日�

　
　
○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト�

　
　
　
８
月
30
日
〜
９
月
５
日�

▼
海
上
保
安
学
校�

　
◇
採
用
予
定
人
数�

　
　
○
船
舶
運
行
シ
ス
テ
ム
課
程

　
　
　
　
　
　
　
　
約
１
４
０
名�

　
　
○
航
空
課
程
　
　
　
約
10
名�

　
　
　
　
　
　
（
次
ペ
ー
ジ
へ
）�
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（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）�

　
　
○
情
報
シ
ス
テ
ム
課
程
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
20
名�

　
　
○
海
洋
科
学
課
程
　
約
10
名�

　
◇
申
込
受
付
期
間�

　
　
○
郵
送�

　
　
　
７
月
24
日
〜
８
月
７
日�

　
　
○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト�

　
　
　
７
月
24
日
〜
31
日�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
福
島
海
上
保
安
部
管
理
課�

　
　
０
２
４
６
―

53
―

７
１
１
２�

���

自
衛
官
募
集�

�

　
次
に
よ
り
自
衛
官
を
募
集
し
ま

す
。�

▼
募
集
職
種�

　
○
航
空
学
生
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
）�

　
○
一
般
曹
候
補
生�

　
○
２
等
陸
・
海
・
空
士�

▼
受
験
申
込
受
付
期
間�

　
８
月
１
日
〜
９
月
７
日�

▼
試
験
日
、
試
験
場
所
な
ど
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部�

　
白
河
地
域
事
務
所�

　
　
０
２
４
８
―

24
―

０
３
７
２�

����

�

国
立
宮
古
海
上
技
術
短
期

大
学
校
学
生
募
集�

�

　
国
立
宮
古
海
上
技
術
短
期
大
学

校
は
、
修
業
年
限
２
年
間
の
船
員

教
育
機
関
で
す
。�

　
次
に
よ
り
、
平
成
20
年
度
の
学

生
を
募
集
し
ま
す
。�

▼
募
集
人
数
　
専
修
科
生
40
名�

▼
受
験
資
格
　
高
卒
以
上�

▼
受
付
期
間�

　
◇
一
般
入
試�

　
　
○
前
期
一
般�

　
　
　
10
月
１
日
〜
11
月
22
日�

　
　
○
後
期
一
般�

　
　
　
12
月
10
日
〜
１
月
18
日�

　
◇
推
薦
入
試�

　
　
○
前
期
Ａ
Ｏ�

　
　
　
８
月
１
日
〜
20
日�

　
　
○
自
己
推
薦�

　
　
　
９
月
１
日
〜
10
月
１
日�

　
　
○
社
会
人
推
薦�

　
　
　
９
月
１
日
〜
10
月
15
日�

　
　
○
学
校
長
推
薦�

　
　
　
９
月
１
日
〜
10
月
15
日�

　
　
○
後
期
Ａ
Ｏ�

　
　
　
１
月
14
日
〜
３
月
３
日�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
国
立
宮
古
海
上
技
術
学
校�

　
　
０
１
９
３
―

62
―

５
３
１
６�

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

　 http
://w
w
w
.rnac.ne.jp

/�

　
　
　
　
　
　
　
　̃m

iyakai�
�

�

小
林
研
一
郎
と
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
へ
行
こ
う�
�

　
福
島
県
民
の
日
制
定
10
周
年
を

記
念
し
、
「
コ
バ
ケ
ン
（
小
林
研

一
郎
）
と
そ
の
仲
間
た
ち
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
２
０
０
７
福
島
公
演
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。�

　
い
わ
き
市
出
身
の
国
際
的
指
揮

者
、
小
林
研
一
郎
氏
と
そ
の
仲
間

た
ち
に
よ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
企
画

で
、
障
が
い
を
持
つ
方
と
一
緒
に

楽
し
む
鑑
賞
教
室
コ
ン
サ
ー
ト
で

す
。
「
ベ
ル
サ
イ
ユ
の
ば
ら
」
の

作
者
、
池
田
理
代
子
氏
も
ソ
プ
ラ

ノ
で
出
演
し
ま
す
。�

　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
ほ
か
、
地
元

の
合
唱
団
、
吹
奏
楽
団
と
の
楽
し

い
共
演
に
も
注
目
。
曲
目
は
、
ス

メ
タ
ナ
の
交
響
詩
「
我
が
祖
国
」

よ
り
「
モ
ル
ダ
ウ
」
、
シ
ベ
リ
ウ

ス
の
交
響
詩
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ

ア
」
ほ
か
の
予
定
で
す
。�

▼
日
時
　
８
月
26
日
（
日
）�

　
　
　
　
開
場
　
午
後
１
時
30
分�

　
　
　
　
開
演
　
午
後
２
時
30
分�

▼
会
場�

　
パ
ル
セ
飯
坂
（
福
島
市
）�

▼
料
金
　
一
般
　
３
，
０
０
０
円�

　
　
　
　
学
生
　
１
，
０
０
０
円�

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い�

　
福
島
市
内
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
福
島
講
演
会
事
務
局�

　
　
０
２
４
―

５
５
７
―

７
１
６
０�

　
県
庁
県
民
文
化
グ
ル
ー
プ�

　
　
０
２
４
―

５
２
１
―

７
１
７
９�

��

通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し

し
て
い
ま
す�

�

　
税
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で
は
、
海
外
か
ら
の
引
揚

げ
の
際
に
お
預
か
り
し
た
、
次
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通
貨
、
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て

い
ま
す
。�

　
終
戦
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外
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か
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引
揚
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こ
ら
れ
た
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、
外
地
の
集
結
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総
領
事
館
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証
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の
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ち
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に
送
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預
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通
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証
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、
預
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方
ご
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▼
問
い
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小
名
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０
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―

92
―

５
１
５
１�

�
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魅力いっぱい農業者年金�魅力いっぱい農業者年金�魅力いっぱい農業者年金�

問い合わせ…農業委員会　57－4628

年金の受給手続など、お気軽にご相談ください。�
※年金手帳、基礎年金番号通知書をご持参ください。�

社会保険事務所出張相談日程表�
場所�

月�

8月� 23日（木）� 30日（木）� 10：00～　�
15：00

石川町勤労青少年�
ホーム会議室�

須賀川市体育館�
会議室�

開催時間�

�

知
っ
て
い
ま
す
か
？�

　
　
　
　
建
退
共
制
度�

�

　
建
退
共
制
度
は
、
建
設
現
場
で

働
く
方
々
の
た
め
に
「
中
小
企
業

退
職
金
共
済
法
」
と
い
う
法
律
に

よ
り
国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で

す
。�

▼
加
入
で
き
る
事
業
主�

　
建
設
業
を
営
む
方�

▼
対
象
と
な
る
労
働
者�

　
建
設
業
の
現
場
で
働
く
方�

▼
掛
金
　
日
額
３
１
０
円�

▼
特
徴�

　
◇
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
安

心
、
手
続
き
は
簡
単
で
す
。�

　
◇
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価

の
対
象
と
な
り
ま
す
。�

　
◇
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し

ま
す
。�

　
◇
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り

ま
す
が
、
法
人
は
損
金
、
個

人
で
は
必
要
経
費
と
し
て
扱

わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税

と
な
り
ま
す
。�

　
◇
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職

金
は
企
業
間
を
通
算
し
て
計

算
さ
れ
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
建
退
共
福
島
県
支
部�

　
　
０
２
４
―

５
２
３
―

１
６
１
８�

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

　http
://w
w
w
.kentaikyo

.�

　
　
　
　
　taisyo

kukin.g
o
.jp
/

　農業者年金制度は、他の公的年金と同様の「老後の生活の安定と福祉の向上」の目的とともに、年金
事業を通じた農業政策上の目的をも併せ持つ制度です。�

◇農業者の方なら広く加入できます�
　国民年金の第１号被保険者で年間60日以上農業
に従事する60歳未満の方なら、誰でも加入できま
す。農地を持っていない農業者や、配偶者、後継
者などの家族従事者も加入できます。�
◇脱退は自由です�
　脱退一時金は支給されませんが、加入期間にか
かわらず脱退までに支払った保険料は、将来、年
金として受け取れます。�
◇少子高齢化時代に強い年金です�
　自分の年金原資を自分で積み立てる、積立方式
の確定拠出年金です。年金額が、加入者、受給者
の数に影響されない安定した年金制度です。�
◇保険料の額は自由に決められます�
　自分が必要とする年金額の目標に向けて、自分

で保険料を決められます（月額２万円から６万７
千円までの間で、千円単位で自由に選択できま
す）。農業経営の状況や、老後の設計に応じて、
いつでも見直すことができます。�
◇80歳までの保障が付いた終身年金です�
　年金は生涯支給されます。仮に加入者、受給者
が80歳前に亡くなった場合でも、死亡した翌月か
ら80歳までに受け取れるはずであった農業者老齢
年金が、死亡一時金として遺族に支給されます。�
◇公的年金ならではの税制上の優遇措置があります�
　支払った保険料は、全額社会保険料控除の対象
となり、所得税、住民税の節税(支払った保険料
の15％～30％程度)につながります。（民間の個
人年金の場合、控除額の上限は５万円です）�

�

年
金
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
年
金
ダ
イ
ヤ
ル
へ�

�

　
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
に
つ
い

て
の
、
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
年
金
ダ
イ
ヤ
ル
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。�

�

▼
年
金
ダ
イ
ヤ
ル�

　
　
０
１
２
０
―

６
５
７
８
３
０�

　
　
０
５
７
０
―

05
―

１
１
６
５�

�

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
Ｉ

Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
に
よ
る
年

金
加
入
履
歴
の
取
得
も
ご
利
用
く

だ
さ
い
。�

http
://w
w
w
.sia.g

o
.jp
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寄付ありがとうございます�
　次の方々から社会福祉活動資金として寄付を
いただきました。厚く御礼申し上げます。�

（村社会福祉協議会）�

　 中 　 �

竜 崎 �

　 〃 　 �

埼 玉 県 �

様�

様�

様�

様�

地区名� 死　亡　者� 世帯主名�

小　　高�

中�

竜　　崎�

〃�

貞　夫�

平　治�

一　郎�

栄�

（６月届出分）�

（６月届出分）�

地区名� 出生児氏名� 保護者名�

蒜　　生�

小　　高�

中�

岩 法 寺�

吉�

曲 山 陽 菜 �

大 谷 　 蘭 �

添 田 結 衣 �

吉 田 遼 冴 �

須 釜 優 太 �

裕　樹�

学�

俊　雄�

直　樹�

英　一�

　　 ひ　　　 な�

　　　　　　 らん�

　　　ゆ　　　 い�

　　りょう　　 ご�

　　 ゆう　　　た�

７月１日現在の村のようす�
（前月比）�

1 , 9 9 3  戸 �

7 , 4 9 2  人 �

3 , 7 2 9  人 �

3 , 7 6 3  人 �

（－ 3 戸 ）�

（－1 1 人 ）�

（－ 2 人 ）�

（－ 9 人 ）�

世帯数�

人　口�

　男�

　女�

母と子どもの幸せのために「児童扶養手当」�
　児童扶養手当は、父と生計を同じくしていな
い児童が育てられている家庭の生活の安定と自
立を助けるために、児童の母や、母に代わって
その児童を養育している方に支給されます。父
と生計を同じくしていても、父の心身に一定の
障がいがある場合には支給されます。�

　受給資格者�
　次のいずれかに該当する18歳に達する日以降
の最初の３月31日までの間にある（心身に一定
の障がいがあるときは20歳未満）児童を監護し
ている母、または母に代わって児童を養育して
いる方。�
　父母が離婚した後、父と生計を同じくしてい
　ない児童�
　父が死亡した児童�
　父が一定の障がいの状態にある児童�
　父の生死が明らかでない児童�
　父が引き続き１年以上遺棄している児童�
　父が法令により引き続き１年以上拘禁されて
　いる児童�
　母が婚姻によらないで生まれた児童�
　孤児などで父母がいるのか否か不明の児童�
�
障がいのあるお子さんのために�
　　　　　　　　　「特別児童扶養手当」�
　特別児童扶養手当は、身体または精神に障が
いのある児童を監護、または養育している方に
支給されます。�

　受給資格者�
　身体、または精神に中度、または重度の障が
いを有する20歳未満の児童を監護している父も
しくは母、または父母に代わって児童を養育し
ている方。�
�
　詳しくはお問い合わせください。�
　健康福祉課　　57－4623

児童扶養手当と�
特別児童扶養手当�ご存じです

か�
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　父が一定の障がいの状態にある児童�
　父の生死が明らかでない児童�
　父が引き続き１年以上遺棄している児童�
　父が法令により引き続き１年以上拘禁されて
　いる児童�
　母が婚姻によらないで生まれた児童�
　孤児などで父母がいるのか否か不明の児童�
�
障がいのあるお子さんのために�
　　　　　　　　　「特別児童扶養手当」�
　特別児童扶養手当は、身体または精神に障が
いのある児童を監護、または養育している方に
支給されます。�

　受給資格者�
　身体、または精神に中度、または重度の障が
いを有する20歳未満の児童を監護している父も
しくは母、または父母に代わって児童を養育し
ている方。�
�
　詳しくはお問い合わせください。�
　健康福祉課　　57－4623

児童扶養手当と�
特別児童扶養手当�ご存じです

か�



広報紙に掲載された写真が欲しい方は�
　　総務課広報広聴係（57－4621）まで�

納税：国民健康保険税�
納税：村 県 民 税�
納税：介護保険料�

この広報紙は適切に育まれた森から生まれたFSC認証紙を使っています。
FSC認証紙は、適切に管理された森林の木材を原料としており、バランスの取れた

「植林→育成→伐採→植林」のサイクルを通じて森林保全を行っています。
森林保全を支援することによって地球温暖化の原因であるCO2削減にも役立ちます。
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�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

不燃ゴミ：東部�

不燃ゴミ：西部�

不燃ゴミ：東部�

不燃ゴミ：西部�

不燃ゴミ：東部�

資源ゴミ：西部�

資源ゴミ：東部�

資源ゴミ：西部�

資源ゴミ：東部�

資源ゴミ：西部�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

月� 火� 水� 木� 金� 土� 日�

�
�

�
�
�
�
(休医)大竹眼科�
　　　　(石川町)

(元)ﾗｰｼﾞﾎﾞｰﾙ卓球�
(9:30文体)�

すくすくクラブ�
(10:00保セ)

なつ椿学級�
(9:30須公)�

こぶし学級�
(13:30就改)

(元)健康たいそう教室(3B)�
(9:30文体)�

�

(元)スポーツサロン�
(13:00文体)�

子ども教室�
(13:00文体)�

(元)ちびっこスポーツ�
教室　(13:30文体)

�
�
�
�
�
�
(休医)ひらた中央病院�
　　　　　(平田村)

�

(元)５周年記念イベント�
(13:00文体)�

子ども教室�
(13:00文体)�

チャレンジ講座�
(13:00ｳｫｰｷﾝｸﾞｺｰｽ)

�
�
�
�
�
�
(休医)ひらた中央病院�
　　　　　(平田村)

１歳６カ月児健診�
(13:00保セ)�

９～10カ月児健診�
(13:30保セ)

(元)健康たいそう教室(3B)�
(9:30文体)

読み聞かせ会�
(10:00文庫)�

生き生き女性セミナー�
(13:30クラブ)

(元)健康たいそう教室�
(13:00プール)

(元)健康たいそう教室�
(13:00プール)

(元)ﾗｰｼﾞﾎﾞｰﾙ卓球�
(9:30文体)

(元)ﾗｰｼﾞﾎﾞｰﾙ卓球�
(9:30文体)

(元)ﾗｰｼﾞﾎﾞｰﾙ卓球�
(9:30文体)

(元)ﾗｰｼﾞﾎﾞｰﾙ卓球�
(9:30文体)

ナイター開放�
(18:30村グ)

(元)スポーツサロン�
(13:00文体)�

子ども教室�
(13:00文体)

３～４カ月児健診�
(13:30公立病院)�
�
(休医)ひらた中央病院�
(平田村)

(元)ワーキンググループ�
(18:30クラブ)�

陶芸教室�
(19:00就改)

��

ナイター開放�
(18:30村グ)�

�
�

(休医)ひらた中央病院�
　　　　　(平田村)

ナイター開放�
(18:30村グ)

ナイター開放�
(18:30村グ)

子宮がん検診�
(8:00須公)

陶芸教室�
(19:00就改)

○（休医）・休日当番医�
○（元）・・元気スポーツクラブ�
○文体・・文化体育館�
○クラブ・・文化体育館クラブハウス�
○保セ・・保健センター�
○文庫・・クックちゃん文庫�
○村グ・・村民グランド�
○就改・・就業改善センター�
○須公・・須釜公民館�

�
�
�
�
�
�
(休医)石川中央医院�
　　　　　(石川町)
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